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★ どなたでもご参加いただけます。会場に直接お越しください。開場は14:30。
☆ 終了後、近くの居酒屋で懇親会を開催します。（要申込み・飲食費は別途）
※予約の都合上、懇親会参加をご希望の方は6月18日（水）までにメールでお申込みください。
※報告者・タイトルは変更の可能性もあります。ご了承ください。
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 2025年
 6月21日（土）
 15:00～18:00

参加無料

民族の平和的共存は可能か：言語学者ボードアンの非戦論

●問合せ・懇親会申込み ： 大島幹雄（おおしま・みきお） E-mail：izj00257@nifty.com   懇親会申込み〆切：6月18日（水）

　ポーランド出身の言語学者ボードアン・ド・クルトネ（1845 ― 1929）は、近代言語学の
創始者ソシュールの先駆として知られる一方、社会的発言、とりわけロシア帝国内の民族
マイノリティ（ユダヤ人、ウクライナ人、その他）を擁護する発言を数多く残していたことは
あまり知られていない。
　しかしボードアンの社会的見解には、以下の２例にも端的に示されているように、約１世紀も
前のものとは思えぬアクチュアリティが伴っている。

「〈歴史的権利〉とは、過去になされた暴力の権利でしかない。〈歴史的権利〉によって、
ありとあらゆる略奪、不法、残虐、不公正を正当化することができる。現代のロシアを
つくりあげている昨今の略奪と征服もまた、〈歴史的〉事実であり〈歴史的権利〉となって
いる。」（『自治の面からみた民族的特徴と地域的特徴』1913）

「ウクライナ民族の民族的特質を剥奪しようとする強制的な〈感化策〉のすべては、
きわめて悲惨な結果を今日までもたらしてきた。このような措置は、意識の高いウク
ライナ人の個人的・民族的尊厳にとどまらず社会的正義感をも侮辱することによって、
はなはだ効果的な煽動や挑発となっており、抑圧者たちに対する頑強な反抗や内に秘めた
敵意を呼び起こしている。しかもこうした敵意は、なんら悪意のないロシア民族全体にも
向かっている。」（『自治の面からみた民族的特徴と地域的特徴』1913）

　歯に衣着せぬこうした発言を繰り返していたボードアンは、『自治の面からみた民族的
特徴と地域的特徴』の刊行によって「政府転覆を煽った」として逮捕され、監獄生活を
余儀なくされている。
　今回の報告では、この『自治の面からみた民族的特徴と地域的特徴』を中心に1905～
1926の著作をとりあげながら、「非戦」、「人間の尊厳」、「民族選択の自由」、「ウクライナ
問題」、「ユダヤ人問題」、「学校教育」、「宗教」等をめぐるボードアンの見解を紹介していく
ことにしたい。

報告者：桑野 隆

●桑野 隆（くわの たかし）
元 早稲田大学教育・総合科学学術院（教育学部複合文化学科）教授。
専門は、ロシア文化、表象文化論。

ボードアン・ド・クルトネ
（1845―1929）
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はじめに
Ⅰ「民族を超越した視点からみた〈ウクライナ問題〉」
Ⅱ『自治の面からみた民族的特徴と地域的特徴』
Ⅲ「嘆願書」ほか
Ⅳ「ロシアにおいて民族の平和的共存は可能か」
Ⅴ「無民族であることと多民族であること」
　　　＊　＊　＊
Ⅵ「トルストイに関する断片的覚書」
Ⅶ「レフ・トルストイと〈死刑〉」
Ⅷ「エスペラント」
　　　＊　＊　＊
Ⅸ　シクロフスキー「昔々あるところに……」
Ⅹ　桑野隆「カザン学派」 

ボードアン・ド・クルトネ著　桑野隆編訳 （未刊）
『民族の平和的共存は可能か』
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